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首都圏私立中学入試 出題範囲対応 

― 解 答 入 り 版 ― 

 

【 】は答えです。赤い下じきで消して、くり返し確認しましょう。 

「 発展 」のついた内容は、中学受験としてはやや高度な内容です。 

上位校をめざす人・余裕のある人だけ取り組めば十分です。 
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 第１章 光の進み方（直進・反射・屈折） 

■ １ 光の直進 

・太陽や電球のように、自ら光を出すものを【光源
こうげん

】という。 

・光はまっすぐ進む。これを光の【直進
ちょくしん

】という。 

・光がさえぎられると、光源
こうげん

と反対側に【かげ】ができる。 

・【ピンホールカメラ】（針あな写真機）…小さなあなを通った光が直進
ちょくしん

するため、スクリーン

には上下左右が【逆】の像
ぞう

がうつる。 

※あなを大きくすると像
ぞう

は【明るく】なるが【ぼやける】。スクリーンを遠ざけると像
ぞう

は【大き

く】なる。 

・光の速さは秒速約【３０万】km。地球を１秒間に約７周半する速さ。 

※かみなりは、光ってから音が聞こえるまでに時間がかかる。光の速さが音の速さよりはるかに

【速い】ため。 

 

■ ２ 光の反射 

・光が鏡などに当たってはね返ることを【反射
はんしゃ

】という。 

・鏡の面に垂直
すいちょく

な線を【法線】といい、入ってくる光と法線がつくる角を【入射角
にゅうしゃかく

】、はね返

る光と法線がつくる角を【反射角
はんしゃかく

】という。 

・【反射
はんしゃ

の法則】…入射角
にゅうしゃかく

＝【反射角
はんしゃかく

】。 

・鏡にうつって見えるものを【像
ぞう

】という。像
ぞう

は鏡をはさんで、実物と【対称】（線対称）の位

置に見える。 

※鏡から実物までの距離
き ょ り

と、鏡から像
ぞう

までの距離
き ょ り

は【等しい】。全身をうつすには、身長の【半

分】の長さの鏡があればよい。 

・でこぼこした面ではいろいろな向きに反射
はんしゃ

する。これを【乱反射
らんはんしゃ

】という。乱反射
らんはんしゃ

のおかげで、

どの向きからでもものが見える。 
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 第１５章 ものの燃え方 

■ １ 燃えるための条件 

・ものが燃えるには、①【燃えるもの】 ②【酸素
さ ん そ

】（空気） ③発火点以上の【温度】 の３

つが必要。 

・３つのうち１つでも取りのぞくと火は消える。水をかける→【温度】を下げる／ふたをする→

【酸素
さ ん そ

】を断つ／ガスの元せんを閉める→【燃えるもの】をなくす。 

・空気の成分…【ちっ素】約 78％、【酸素
さ ん そ

】約 21％、二酸化
さ ん か

炭素
た ん そ

約 0.04％、そのほかアルゴン

など。 

・ちっ素は燃えず、ものを燃やすはたらきも【ない】。 

 

■ ２ ろうそくの燃え方 

・ろうそくの炎
ほのお

は外側から【外炎
がいえん

】・【内炎
ないえん

】・【炎心
えんしん

】の３つに分かれる。 

・【外炎
がいえん

】…空気とふれて完全に燃える。温度がもっとも【高い】。 

・【内炎
ないえん

】…酸素
さ ん そ

が足りず、【すす】（炭素
た ん そ

のつぶ）が熱せられて光る。もっとも【明るい】。 

・【炎心
えんしん

】…気体
き た い

になったろうがまだ燃えていない部分。温度がもっとも【低い】。 

※ガラス管を炎心
えんしん

にさすと、白いけむり（ろうの【気体
き た い

】）が出て、火をつけると燃える。内炎
ないえん

にガラス棒を入れると【すす】がつく。 

・ろうは、しんの熱で【液体
えきたい

】になり、しんを伝わって上がり、【気体
き た い

】になってから燃える。 

・ろうそくが燃えると、【二酸化
さ ん か

炭素
た ん そ

】と【水】（水蒸気
すいじょうき

）ができる。集気びんの内側が白くく

もり、石灰水
せっかいすい

を入れてふると【白く】にごる。 

■ ３ 燃えたあとの空気 

・びんの中でろうそくを燃やすと、酸素
さ ん そ

が【減り】（約 21％→約 17％）、二酸化
さ ん か

炭素
た ん そ

が【ふえる】

（約３％）。酸素
さ ん そ

は０には【ならない】。 
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